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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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■ 点数分布
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受賞回・年⽉

がぶがぶ飲める抹茶⼊り⽞⽶茶ティーパック
グランプリ

味と⾊が濃く、⾹ばしい⾹りが豊かでまろやかな⽢みがある

チャック付きラミネート袋で密封性が⾼く保存しやすい

抹茶と⼤⻨⼊り⽞⽶茶の配合バランスが良く、良いとこ取り
静岡県産⼀番茶にこだわり、⾼品質で安⼼感がある
急須がなくても⼿軽にお茶を楽しめる点が現代に合っている

他社商品との差別化や優位性が伝わりにくい
⼤容量で最後のティーバッグは⾵味が⾶んでしまいそう
ティーバッグ70個⼊りが1,833円は少し⾼く感じる

ネーミングのイメージに⽐べ、⽞⽶茶の⾵味が弱い

パッケージがやや地味で⽬⽴ちにくい
⼤⻨は⾹川県産であることがパッケージに記載されていない
⼤⻨をブレンドした根拠や意図が伝わりにくい

がぶがぶ飲めるというネーミングが興味をそそり買いたくなる

消費者ニーズに寄り添っている姿勢とお茶への愛が素晴らしい

第79回（2024年9⽉）

2.6%

点数分布において、下は⾦賞相当の83点から上はグランプ
リ相当の100点までの範囲に分布しています。 90点以上のグ
ランプリ相当と評価した⼈は全体の65％と最も多く、80〜100
点のみに集中しています。よって総合評価は92点でグランプ
リ受賞となりました。Webアンケート結果によると、価格に
ついてだけ「あまりない」「ない」が合計28.2％存在します。
価格に納得感を得られることが今後の課題と⾔えるでしょう。

2.6%

5.1%

7.7%



■ 要因分布

■ 総評
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92%

90%

90%

92%

88%

89%

全要因において88％以上のバランスの良い六⾓
形となっています。中でも 「内部的要因」は
92％と⾼評価です。静岡県牧之原台地の⾃社農園
で栽培された1番茶を使⽤し、⾹り豊でまろやか
な味わいが⾼評価を得ています。同じく「マネジ
メント・PR要因」も92％で、広告予算を確保し
た上で、ECサイトやSNSを駆使して広報・販促を
⾏っていることが評価されています。⼀⽅で「ブ
ランディング要因」については88％にとどまりま
した。ブランド戦略に対して有⼒なアドバイザー
を起⽤するなど、よりブランド⼒を⾼める⼯夫が
あるとよいでしょう。

まずはじめに、昭和23年から静岡県牧之原台地にて地域経済牽引企業としてお茶の⽣産製造販売の⼀貫
経営を⾏い、地場産業であるお茶を維持継続するために、技術の継承ならびに研究を継続しつつ若⼿育成
も⾏う姿勢に⼼から敬意を表します。

安⼼安全で美味しい抹茶⼊り⽞⽶茶を提供するため全て国産原料を使⽤し、味と品質、姿勢が⾼く評価
された結果、グランプリ受賞となりました。

⽞⽶茶に1番茶を使うこだわりは品質への確固たる⾃信の裏付けであり、揺るぎないプライドを感じま
す。⾼品質な茶葉を⽣産するために⼟壌づくりから向き合い、本物の美味しさや価値を良⼼価格で感じて
もらいたいという想いは、その先にいる顧客のことを第⼀に考える姿勢が伝わってきて⼼を打たれます。
情報発信の⽅法としてSNSを効果的に活⽤しており、YouTubeではもみがらを発酵させた⼿作りの堆肥

を撒く様⼦や、ドローン空撮による茶畑のレポート、荒茶の審査や研修の模様は、従業員が⼀丸となり
⽇々努⼒されている姿が⽬に浮かびます。

ティーバッグは誰でも簡便に温冷両⽅楽しめますが、中⾝を出して出汁と合わせてお茶漬けにしても美
味しいとの意⾒がありました。茶葉⾃体に旨味があり、⽞⽶・⼤⻨の⾹ばしさと⾷感があられのようです。

⼀⽅で課題や提案としては、商品名の表記に関することとして「ティーパックと表⽰されていますが
tea packは和製英語で、本来の意味はtea bagが正解です。世間⼀般でどちらも使われているので、業界
のリテラシー向上のため正しい名称であるティーバッグで統⼀してはいかがでしょうか。

がぶがぶ飲める抹茶⼊り⽞⽶茶は、それ⾃体が⾮常に完成度の⾼いものです。これからも本商品の持つ
可能性の更なる向上を期待するとともに、貴社のご発展を審査員⼀同⼼より祈念申し上げます。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

⻩⾊がかった鮮やかな⾊調の緑⾊

透明感と輝きの中に有機物による
濁りがある

やや明るい⽔⾊で濃淡は中程度
少し沈殿物が確認できる

1辺6cmの三⾓錐のティーバッグ
不織布製で紐がない

約3gのティーバッグ70個⼊
内容量210g

三⾓錐で⽴体感がある

焼き⽬のない素焼き煎餅を想起さ
せる⽞⽶の⾹ばしい⾹り

時間経過とともに濃い⽔⾊になる

抹茶のまろやかな⽢味
⽞⽶と⼤⻨の⾹ばしさ

急須やマグカップに注がれる⾳

⽔出しの場合ややとろみを感じる

⻘々とした⾹りの中に輝きがある

パッケージはベージュを基調とし、和紙のようにうっすら繊維状の模様が⼊ったアルミ製のラミネート袋
です。遮光・防湿性があり、開封⼝は気密性を保持できるようチャックが付いており、保存に適した仕様と
なっています。ティーバッグは1個3gの三⾓錐の不織布でできており、マグカップの湯量に対してたっぷり
な分量の茶葉です。急須を⽤いても⼗分な茶葉のボリュームがあり、しっかりと抽出できます。
外観は、やや⻩⾊味を帯びた⾊鮮やかな緑⾊の⽔⾊で輝きがあり、時間が経過するにつれ濁りがやや澄ん

できて茶葉の成分がわずかに沈んできます。
⾹りは、はじめに⽞⽶と⼤⻨を炒った⾹ばしさがあり、その後に緑茶の爽やかさと抹茶の⽢やかな⾹りを

感じ、気品溢れる優雅な⾹りから品質の⾼さを感じます。
視覚・嗅覚ともに⾼品質で鮮度の⾼い⽞⽶茶であり、その美しい⾊合いや豊かな⾹りから、飲む前の段階

でこれほどの期待感を持たせる⽞⽶茶は価値の⾼いお茶だと⾔えるでしょう。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ビタミンC、カテキン、有機酸な
どの酸味

カテキン、カフェインなどの苦味

テアニンなどアミノ酸等の旨味

テアニンなど抹茶のまろやかな⽢
味

なし

⾹ばしさの中に溶け込むまろやか
な⽢味とうま味

すっきりとした⾹ばしさと茶葉の
豊かな⾹り

ホットの場合は80℃程度の⾼温

液体

液体

なし

直接触れないため該当なし

注ぐ際の⾳のみで後は無⾳

注ぐ際の「とくとく」

審査会ではホットで試飲したところ、⾹ばしく⽢味のあるまろやかな味わいと⼼地よい渋みが感じられ、
がぶがぶ飲めました。本商品はホットでも⽔出しでもおいしく、それぞれの良さがあります。
ホットの⽅は、⾹ばしさが引き⽴ち、より⾹りの豊かさと、渋みの余韻を感じることができます。
⽔出しの場合は、⾹ばしさの中にも⽢味とふくよかさがあり、横に広がるようなボリューム感のある旨み

が⼝中で⻑く持続し、繊細で瑞々しい印象です。⽔出しの場合の⽔⾊は、熱変性しないため⻩⾊味が少なく、
深い鮮やかな抹茶の緑⾊で美しい輝きがあります。
通常、⽞⽶茶は2番茶を使⽤することが多いため旨みや⾹りが少なく単調な味わいですが、本商品は静岡県

産の1番茶を使⽤していることが最⼤のポイントです。旨みのボリューム感が圧倒的で緑茶本来の茶葉の⾹り
とおいしさを堪能できます。緑茶、抹茶、⽞⽶、⼤⻨それぞれの品質にとことんこだわり、各素材が調和す
るように試⾏錯誤を重ねた結果、⾼品質で完成度の⾼い⾵味と⾹りが⽣まれたことが評価されました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⽞⽶や⼤⻨の⾹ばしさ、カテキンの旨味とともに⼼地良い渋味
の余韻が続く

茶畑のある静岡県牧之原市の環境に想いを馳せながら余韻を楽
しめる

慣れ親しんだ⽞⽶茶は幼少期の懐かしさや家庭の味を想起させ
安らぎとくつろぎのひと時を演出する

⼿軽にビタミンCやポリフェノール、各種アミノ酸等を摂取で
き、⾷事やくつろぎの時間等、⽇常⽣活に⽋かせない存在

広義の味 評点

渋味 4

⾟味 0

脂肪味 0

コク 2

まろやかさ 5

五味 評点

酸味 3

苦味 3

うま味 5

⽢味 3

塩味 0

五感 評点

視覚 5

聴覚 0

触覚 1

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

独⾃のバランスでブレンドした緑茶、抹茶、⽞⽶、⼤⻨の配合が秀逸です。渋味が穏やかなので飲みやす
く、⽼若男⼥問わず好まれる味わいです。本商品はがぶがぶ飲めて⽇常的に愛飲できるお茶としての品質と
容量であると⾔えます。⼀般的な⽞⽶茶は2番茶を使⽤することが多いため旨みや⾹りが控え⽬で単調な味わ
いですが、本商品は静岡県産の1番茶の深蒸し茶を使⽤していることが⼀番のポイントです。⾼品質の茶葉と
希少な⾹川県産はだか⻨イチバンボシと新潟県産⽞⽶の炒り⽶を選定しているこだわりに優位性があります。

広告予算を確保し、広報専任の担当者を配置して精⼒的に広報を⾏っていることが⾼く評価されました。
ECサイトは⾃社サイトや楽天、Amazonなどを展開し⽇本茶ジャンルでトップクラスの地位を築いてきた実
績があり、販売プロモーションなど創意⼯夫して集客する姿勢は素晴らしいです。LINEやInstagram、
YouTubeを使った情報発信を⾏って荒畑園の知名度を向上させており、本グランプリ受賞を機にSNSや媒体
への情報発信、お取引先さまへの告知、ラベル貼付等にも効果的にご活⽤いただけたら幸いです。

1番茶にこだわり、そのうえで⼀貫体制を整えてコストを抑える企業努⼒に感服します。他社商品と飲み⽐
べると分かる品質の⾼さを考慮すると、コストパフォーマンスは悪くないとも⾔えます。お茶はヘルシーで
どの世代にも愛されるトレンドです。本商品のような簡便で妥協のない⾼品質な商品は、消費者から⽀持さ
れ販路拡⼤の可能性は⼤いにあります。今後は今以上にSNSの更新頻度や閲覧数を増やし、ターゲットに合
致した訴求⽅法で唯⼀無⼆の商品であることを発信して多くの⼈に感動と喜びを与えていただきたいです。

ネーミング通り、がぶがぶと楽しむことができて、ネーミングに全ての要素が詰まっていて分かりやすい
と⾼く評価する声が多く挙げられました。静岡という⽂字からブランド⼒と品質の⾼さをイメージできます。
その上で⾹川県産の⼤⻨を使⽤していることもパッケージに記載してはどうかという提案がありました。

パッケージについては、ビッグサイズのお徳⽤袋でインパクトがあります。⾃然で柔らかみのある⾊とデ
ザインは親しみやすい⼀⽅で、やや地味な印象を受け⽬⽴ちにくいという意⾒も⾒られました。

顧客第⼀主義を掲げて商品改善やサービス向上に努める姿勢は顧客ニーズに寄り添っていて素晴らしいで
す。世界農業遺産に登録された伝統的な茶草場農法を取り⼊れていることや、⾃家製もみがら堆肥で⼟壌づ
くりを⾏っているというストーリーは強烈な説得⼒があり、⾼いUSPがあります。時間と⼿間を惜しまず肥
料の仕込みを継続することが本商品の品質向上につながっています。販売は⽣産ありきという⾔葉通り、今
後は「がぶがぶ飲めるシリーズ」がブランディングの要となっていくことと確信しています。

全ての原料は国産を使⽤し、安⼼安全で⾼品質な商品を提供する姿勢と素材へのこだわりが⾼く評価され
ました。75年以上も前から牧之原台地で茶葉の栽培を開始し、これまで茶葉の品質向上のためさまざまな研
究を重ねてきた実績はかけがえのない貴社の財産です。

安全性については、ISO9001に準じた⾃主衛⽣品質管理マニュアルを策定し、トレーサビリティ管理され
ており、万⼀不具合が発⽣した際には迅速に原因特定し対応できる体制が整っているので安⼼安全です。
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